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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

本課題では、１細胞由来の mRNA にランダムにバーコードをつける技術を用いて、組織から数千以上

の１細胞の遺伝子発現解析を、位置情報を保持したまま行うシステムの構築を目的として検討が行われ

た。 

その結果、小型で汎用性が高い格子型細胞採取装置の開発と、微量組織サンプルからの細胞分散法の

確立によって、組織内での位置情報を保持しながら細胞の遺伝子情報を取得する技術の開発に成功した。

細胞種の特定や、変異をもとにした細胞系譜の解析方法の確立にも目途が立っており、目指す技術の基

盤は確立できたと言える。 

一方、位置情報の解像度が格子の大きさに制限される点は課題が残った。開発した解析法を活用した

成果を発表していくことで本法の意義や有用性を実証し、空間トランスクリプトーム技術における優位

性を示すことが必要である。 

今後は、バーコードビーズの製品化や、連続組織切片を用いた解析などにも取り組むこと、また国際

プロジェクトへの貢献やそこからのフィードバックに基づく成果展開にも期待したい。 
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